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１．はじめに 

インド政府は、“Make In India” 及び“Start Up India”のキャンペーンを展開し、特許プロセキ

ューションに要する時間を短縮すると共に、特許発行をスピード・アップさせることによって、

インド国内のビジネスの促進に努めようとしています。たとえば、早期審査は、そのために講じ

得る一つの措置です。 

 

インド政府は、2015年 11月に特許規則の改定案を公表し、パブリック・コメントを募集し

ていました。その後、インド政府は、寄せられたパブリック・コメントを検討した後、このたび、

特許規則（Patents Rules 2003）を改定し、Patents (Amendment) Rules 2016（2016年 5

月 16日発効）として公表しました。 

 

下記は、今回の特許規則の改定において、特許実務に関連が深いと考えられる規則です。 

 

・ Acceptanceの期間 

・ インドへの国内段階移行時の補正 

・ 配列表提出の庁費用 

・ アブストラクトの記載 

・ 生体物質の使用に関する発明の明細書の記載 

・ 実体審査請求費用の払い戻し 

・ “start-up” entityの導入と早期審査 

・ 分割出願の審査請求 

・ Official Hearings関連 
 

今回の改定内容について、以下に説明します。 
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